
市の現在の庁舎は、北館、南館、別館の３棟がございます。北館及び別館につきましては、
昭和４５年の竣工から５０年以上が経過しており、南館につきましても昭和５９年の竣工から４
０年近くが経過している建物となっております。

その中で、平成１８年度に実施した耐震診断では、現行の耐震基準を下回る結果となり、市
ではこの結果を受け、当時、庁舎の耐震補強等について検討いたしましたが、市の公共施設
全体を考え、まずは庁舎よりも子どもの安全を重視し、小中学校の校舎や、幼稚園・保育園
の園舎などの耐震改修を最優先に、これまで進めてまいりました。

その後、今回の新庁舎建設の大きなきっかけとなりましたのが、平成２８年４月に発生した熊
本地震におきまして、いくつかの自治体庁舎が地震により被災し、行政機能に支障をきたす
事態となったことです。これを受けまして、本市でも再度、平成２９年度に、設備等も含めた耐
震調査を実施し、その中で、庁舎北館の耐震性能の不足を再確認したことに加えまして、す
でに給排水管や基幹設備の老朽化は顕著で、排水能力が弱いため昨今のゲリラ豪雨などで
は地下部分が浸水する危険性があること、また、建物内では多くの場所でひび割れが見られ
るなど、現行はかろうじて各機能を存続させ建物を維持している状態であることを、改めて認
識することとなりました。

そして、それらの改善策を検討するため、平成３０年に「富田林市庁舎耐震化庁内検討会議」
を設置し、新庁舎の建物の整備方法、耐震補強の可能性について、「富田林市庁舎耐震化
庁内検討会議報告書」にまとめ、令和２年には、この庁内検討会議の報告書を基に、現庁舎
の課題や、新たな庁舎の必要性、また、建設に向けての基本理念・基本方針、整備方法や事
業手法など、より具体的に検討し、まとめたものが、現行の「富田林市庁舎整備基本計画」で
す。

この「富田林市庁舎整備基本計画」のもと、新庁舎建設に向け具体的に動き出し、令和３年
から設計業務に着手する中で、先般、基本設計がまとまり、現在、詳細な実施設計を行って
いるところです。



こちらは１７０号側から見た新庁舎の正面部分（イメージ画像）となります。現在設計作業を
行っております新庁舎の外観につきましては、奇をてらうようなデザインをせず、機能性重
視の非常にシンプルな建物に徹しており、その分コストの削減をはかっております。建物の
概要といたしましては、イメージ画像の右側に記載しており、敷地に建つ建物全体の建築基
準法上の延床面積といたしましては、１５,７１９.０７平方メートルで、そのうち庁舎部分につ
きましては、１２,４９３.５４平方メートルとなっております。
また、建物の階数といたしましては、現庁舎の南館と同様、地上６階地下１階の建物ですが、
６階部分は機械室等となりますので、実質は５階となり、地下１階につきましてはで、主に地
下駐車場となります。

また、駐車台数につきましては、現在の庁舎では来庁者駐車場が１１３台に対しまして、新
庁舎は来庁者用で１２６台、また、駐輪場につきましても必要な台数を確保し、その他では、
地震の揺れに強い免震構造を採用することで、仮に大規模地震などが発生した際には、市
の防災活動の拠点としての役割を果たすことができる建物となっております。

事業スケジュールといたしましては、まず①で別館と現在のパッカー車駐車場などを解体し、
②では北館を解体、その敷地に③で新庁舎を建設し、④で新庁舎建物の完成後に南館を
解体、⑤で南館跡の駐車場整備等を行い、⑥のグランドオープンは早ければ令和１０年の
秋頃を予定しております。



左側の図には各階全体のイメージを記載しており、上下の移動につきましては、現庁舎で
は２機のエレベーターで運用しておりますが、新庁舎では、計３機のエレベーターを配置い
たします。中央から右側には各階の平面図を載せておりますが、想定しておりますのは、主
に１、２階には市民の皆様の様々な手続きや、相談をお受けする部署を配置し、できるだけ
市民の皆様に何度も移動いただく必要がないよう、ワンストップでのサービスの提供を考え
ると同時に、これまでの庁舎になかった市民利用スペースを１、２階合わせて３ヶ所設け、広
くご利用いただくなど、市の魅力発信を積極的に行ってまいりたいと考えております。その他、
３階、４階には災害対策本部機能なども含む執務室や会議室を多く配置し、最上階の５階
部分には、議会機能を配置したいと考えております。

以上が基本設計時点での新庁舎の概要となりますが、現在も引き続き設計作業中であり、
今後の進捗状況につきましては、節目ごとに広報誌やウェブサイト等でお知らせをし、丁寧
なご説明を心がけ事業を進めてまいります。

また、庁舎建設期間中には、一時的に行政機能の一部をすばるホールや消防庁舎などの
公共施設に移し業務を続けることとなり、市民の皆様にはたいへんご不便をおかけすること
になりますが、ご理解賜りますようお願いいたします。


